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JICEのあゆみ
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拡 大 期
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2013 40周年
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50周年企画の基本的な考え方

創業を祝う「祝賀行事」（自己肯定） 立ち位置の確認（自己改革）

会社が主体 役職員を主体に（全員経営）

創立記念日の単発企画 １年間のプロジェクト企画

一般の50周年企画 今回の50周年企画

JICEの存在意義や働き方を考える「機会」としての50周年

創立50周年記念日は次の50年の初日

プロジェクト・業績のふり返り ふり返りから、未来へ
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社会資本整備の川上を担うJICE



＠Japan Innovation Center of Civil Engineering 5

50周年プロジェクトの成果
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【50周年プロジェクト】の発展

第３期「中期経営計画2025」の策定（2025.4.23）
・全員経営ワークショップ（2回）、有志による検討ワーキング（27回）
・ Mission, Vision, Valueの策定

JICE英語名称の変更（2025.6.26評議員会）
・全員参加ワークショップ（１回）、職員投票

新ロゴ決定（2025.12.2）
・全員参加ワークショップ（２回）、職員投票

新名刺のスタート（2026.1.5）

「JICEナビ」のスタート（2026年度予定）

「JICE-AIプロジェクト」のスタート

50年を経て新しいJICEへ

【50周年プロジェクト】 ・・・「祝賀」ではなく「機会」

一過性の会社全体の祝賀行事はしない

全員参加（わいがやの日）により、振り返りから未来の立ち位置を確認する１年間のプロジェクト
（例）フレックスランチタイム、職員写真品質向上プロジェクト、若手イノベーションチームの結成など

未来の元気を創り出す
JICE

2023年6月30日 JICE50周年 記念日

2024年9月17日 JICE50周年 企画 総括

JICEの中核にある

“ Innovation”を強調

Japan Innovation center 
of Civil Engineering

英語名称

新ロゴ

ﾐｯｼｮﾝ･ﾋﾞｼﾞｮﾝ･ﾊﾞﾘｭｰ
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JICEの中核にある

“ Innovation”を強調

国土技術研究センター（略称 JICE)

Japan Innovation center of Civil Engineering

全員参加のプロセスで決定
ロゴ検討ワークショップを2回開催
絞り込んだ案に対する職員投票(回答数87件80％）

投票結果を職員に周知し、決定

新しいロゴマークの誕生

英語名称変更

第１回ワークショップ
名参加

第２回ワークショップ
名参加

（旧英語名称：Japan Institute of Country-ology and Engineering）
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名刺デザインを刷新

１．JICEのMission, Vision, Valueを
表す新しいロゴマークを中央に配置

２．キーワードである“Innovation”を
メインに据えた

３．「JICEは人で仕事をする」という点を
強調し、名前と資格を上段に配置

４．外部デザイナーではなく、職員が自ら
デザインしたもの

より
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JICEのミッション・ビジョン・バリュー

【ミッション】 未来の元気を創り出すJICE

【ビジョン】 JICEは国土交通行政を先導補完する「政策提言集団」として、優れた研究成果を提供する

【バリュー】 JICEは新たな価値を創出する、革新・挑戦する組織として以下の４つに取り組む

社 会社 会

・よりよい社会・国土に貢献
・変化の時代を先導
・社会的存在価値の向上

・調査研究能力の維持・向上
・即応力・継続力による政策の
具体化の支援

人人事 業事 業
JICEJICE

・職員・関係者の幸せ
・リスキリング・人財
・官民学のネットワークの充実

基盤基盤
・やりがいのある働きやすい環境、生産性向上に
向けた環境づくりの推進


